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5
村
政
進
展
と
福
祉
向
上
に
貢
献　

　6
6
6

6

55555555555
555

　

文
化
、
産
業
、
教
育
の
振
興
及

び
村
政
進
展
に
尽
力
、
貢
献
し
た

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
「
西
郷

村
表
彰
状
授
与
並
び
に
感
謝
状
贈

呈
式
」
が
十
一
月
三
日
役
場
議
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

式
で
は
佐
藤
村
長
が
式
辞
を
述

べ
た
後
、
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に

功
績
を
た
た
え
る
賞
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

石 　

井　

祐   

二
【
白
河
市
】

　

長
年
に
わ
た
り
「
コ
ー
ラ
ス
に

し
ご
う
」
の
指
導
に
あ
た
る
と
と

も
に
養
護
施
設
等
の
慰
問
活
動
も

続
け
、
合
唱
の
普
及
、
発
展
に
貢

献
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田 　

代　

友  

子
【
上
野
原
】　

　

長
年
に
わ
た
り
「
コ
ー
ラ
ス
に

し
ご
う
」
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
努
め

る
と
と
も
に
養
護
施
設
等
の
慰
問

鈴 

木　

榮 

子
【
上
野
原
】　
　

 

　

多
年
に
わ
た
り
上
野
原
農
民
研

修
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
清
掃
活
動
を

続
け
、
環
境
美
化
に
貢
献
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芳 

賀　

信 

義
【
上
野
原
】　
　
　

　

人
命
救
助
用
の
自
動
対
外
式
徐

細
動
器
及
び
歯
科
事
業
の
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
用
歯
ブ
ラ
シ
寄
贈
。

日
本
伸
管
株
式
会
社　

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

　
　
　
　
　
　
　

細 

沼　

哲 

夫
【
埼
玉
県
】6

　
　

　

村
教
育
推
進
事
業
の
た
め
寄
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
亜
建
設
工
業
株
式
会
社　

　
　

代
表
取
締
役
社
長　

　
　
　
　
　

鈴 

木　

行 

雄
【
東
京
都
】　  　

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社　
　

取
締
役
社
長　

　
　
　
　
　
　
　

井 

手　

明 

彦
【
東
京
都
】　　
　

　

自
然
環
境
保
全
の
た
め
、
社
有

地
を
寄
贈
。　

ビ
ル
ド
商
事
株
式
会
社　
　
　
　

代
表
取
締
役　
　
　
　
　
　
　
　

梅　

宮　

吉　

男
【
米
】　
　
　

　

村
環
境
事
業
の
た
め
寄
付
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

圓   

谷　
　

宏
【
大
平
】　　
　

真   

船　
　

淳
【
黒
川
】　　
　

山    

根　

正    

広
【
米
】　　
　

　

故
人
の
遺
志
に
よ
り
村
福
祉
事

業
の
た
め
寄
付
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近   

藤　

義   

夫
【
追
原
】　　
　

　

故
人
の
遺
志
に
よ
り
村
地
域
振

の
た
め
寄
付
。

有
限
会
社
フ
ラ
ワ
ー
ワ
ー
ル
ド　

代
表
取
締
役　
　
　
　
　
　
　

和  

知　

繁  

蔵
【
白
河
市
】　
　

　

子
ど
も
た
ち
の
情
操
教
育
の

た
め
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
を
寄

贈
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二  

瀬　

愛 

子
【
大
平
】　　
　

　

役
場
来
庁
者
鑑
賞
用
の
た
め
水

石
「
青
虎
石
」
を
寄
贈
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊  

池　

光  

典
【
折
口
原
】　
　

　

故
人
の
遺
志
に
よ
り
村
政
振
興

事
業
の
た
め
寄
付
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

佐    

藤    

善   

吉
【
追
原
】　　

   

鈴 　

木　

一　

 

朝
【
柏
野
】　
　

　

故
人
の
遺
志
に
よ
り
村
社
会
福

祉
事
業
の
た
め
寄
付
。　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
工
機
株
式
会
社　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長　

　
　
　
　
　

中　

山　

弘　

道
【
東
京
都
】　

　

村
内
の
各
小
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
園
へ
防
犯
の
た
め
不
審
者
侵

入
対
策
用
拘
束
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式

ネ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
寄
贈
。

第
六
十
回　

　
　

福
島
県
社
会
福
祉

大
会
受
賞
者

久 

保 

田 

英 

治
【
追
原
】　       　

山 

下　

勝 

弘
【
上
上
野
原
】　
　

 

　

社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　

安 

部　

正 

行
【
太
陽
の
国
】　 

郷　
　

眞
智
子
【
太
陽
の
国
】   

仁  

井　

敏 

昭
【
太
陽
の
国
】　

　

社
会
福
祉
団
体
役
職
員
功
労
者
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　

鈴  

木　

友 

子
【
熊
倉
】　
　
　

  

　

多
年
に
わ
た
り
多
額
の
寄
付
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

菊 

地　

芳 

枝
【
米
】　　

　
　

 

仁 

平　

ミ
ヤ
子
【
下
新
田
】　　

圓 

谷　

光 

良
【
芝
原
】　　
　
　

 

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

の
功
績
が
顕
著
。

西
白
河
地
方
衛
生

処
理
一
部
事
務
組

合
よ
り
表
彰

間
の
原
行
政
区　

　
　
　
　
　
　

（
西
坂
雄
治
区
長
）　
6

　
　
　

　

長
年
に
わ
た
り
環
境
美
化
に
努

め
た
衛
生
功
労
の
団
体
と
し
て
受

賞
。

第
五
十
五
回　

　

福
島
県
統
計
大
会

に
て
功
労
表
彰

田 

邉　

敏 

捷
【
間
の
原
】　
　
　

　

福
島
県
知
事
賞　

　
　
　
　
　

真 

舩　

辰 

芳
【
小
田
倉
原
】　
　

　

総
務
大
臣
賞　

　
　
　
　
　
　

持 

田　

冠 

児
【
伯
母
沢
】　　
　

　

総
務
大
臣
賞　
　
　
　

に
功
労
の
あ
っ
た
統
計
調
査
員
に

対
し
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

功　

労　

賞

　

善　

行　

賞

▲功労賞・善行賞・感謝状を授与されたみなさん

活
動
も
続
け
、
合
唱
の
普
及
、
発

展
に
貢
献
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 

谷 

川   

金  

松
【
羽
太
】　

　
　

  

　

長
年
に
わ
た
り
羽
太
小
学
校
児

童
へ
上
羽
太
天
道
念
仏
踊
り
の
指

導
及
び
地
域
防
犯
活
動
、
児
童
の

登
下
校
時
の
安
全
確
保
活
動
等
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
尽
力
。　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

穴　

澤　

清 

一
【
芝
原
】　

　
　

　

体
育
指
導
員
と
し
て
二
十
年
以

上
在
職
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

発
展
に
功
労
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

添　

田　

賢 

治
【
高
助
】　
　
　

　

長
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と

し
て
各
種
統
計
業
務
に
従
事
し
、

統
計
普
及
事
業
に
貢
献
。

▲福島県統計大会に参加された統計調査員のみなさん

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
科

大
臣
表
彰
を
熊
倉

小
学
校
が
受
賞

　

熊
倉
小
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
認
め

ら
れ
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
科
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

十
一
月
十
七
日
東
京
・
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
熊
倉
小
は
、
六
つ

の
専
門
委
員
会
を
組
織
し
子
ど
も

育
成
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
運

営
し
、「
親
子
米
作
り
体
験
教
室
」

に
取
り
組
み
体
験
活
動
の
充
実

等
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

十
月
二
十
四
日
い
わ
き
市
平
市

民
会
館
に
お
い
て
第
六
十
回
福
島

県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
共
同
募
金
運
動
六
十
年
と

福
島
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会

設
立
四
十
周
年
を
記
念
し
た
も
の

で
、
功
労
者
に
対
し
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

▲謝辞を述べる長谷川さん▲表彰を受けた西坂さん

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
長
谷
川

金
松
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

環
境
美
化
な
ど
に
功
績
の
あ
っ

た
団
体
が
、
管
理
者
の
成
井
市
長

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▲海老名ＰＴＡ会長と山本校長

　

第
五
十
五
回
福
島
県
統
計
大
会

が
、
十
一
月
一
日
白
河
市
民
会
館

で
開
催
さ
れ
、
県
内
の
統
計
調
査

員
が
一
同
に
会
し
ま
し
た
。　

　

　

そ
こ
で
統
計
思
想
の
普
及
啓
発

　

感　

謝　

状　
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み
ず
ウ
オ
ー
ク
・
紅
葉
の
甲
子
路
に

千
八
百
名
が
集
う
！

　

昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
う

つ
く
し
ま
・
み
ず
ウ
オ
ー
ク

２
０
０
６
源
流
の
郷
・
西
郷
大
会
」

が
十
月
二
十
一
日
、
紅
葉
見
頃
の

甲
子
高
原
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
県

内
外
か
ら
家
族
連
れ
や
地
域
の
グ

ル
ー
プ
な
ど
千
八
百
名
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　

　

キ
ョ
ロ
ロ
ン
村
の
ね
こ
ろ
ん
ぼ

広
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、「
座
頭
こ

ろ
ば
し
展
望
台
」
ま
で
下
が
り
、

こ
こ
を
折
り
返
し
甲
子
ト
ン
ネ
ル

に
向
か
う
十
五
㎞
コ
ー
ス
・
ね
こ

ろ
ん
ぼ
広
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
甲

子
ト
ン
ネ
ル
を
折
り
返
す
十
㎞

コ
ー
ス
・
往
路
に
バ
ス
を
利
用

し
、
甲
子
ト
ン
ネ
ル
か
ら
キ
ョ
ロ

ロ
ン
村
ま
で
の
六
㎞
コ
ー
ス
の
三

コ
ー
ス
の
中
か
ら
、
参
加
者
は
自

分
の
体
力
に
合
っ
た
コ
ー
ス
を
思

い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

参
加
者
は
、
今
年
八
月
に
貫
通

し
た
甲
子
ト
ン
ネ
ル
の
内
部
を
見

学
で
き
る
と
あ
っ
て
、
記
念
写
真

を
撮
っ
た
り
、
工
事
の
ビ
デ
オ
を

見
た
り
、
普
段
体
験
で
き
な
い
こ

と
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲西郷山岳会・みなもん自然環境塾・西郷くらしの会のメンバーの先導によりいざ出発！

　

ま
た
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
で

は
、
貫
通
の
際
に
砕
か
れ
た
岩
石

「
貫
通
石
」
が
、
安
産
や
合
格
祈

願
の
お
守
り
と
し
て
参
加
者
全
員

に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

▲準備体操は、しっかりとイチ、ニ、サン！▲トンネルまでもう一息、ガンバッテ！

▲紅葉のすばらしさに大満足！

　

キ
ョ
ロ
ロ
ン
村
ね
こ
ろ
ん
ぼ
広

場
に
は
、
地
元
の
農
産
物
や
村
内

で
加
工
し
た
ゆ
ば
、
豆
乳
な
ど
が

販
売
さ
れ
、
参
加
者
は
地
場
産
品

な
ど
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。   

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
し
た
参
加
者
に

は
、
地
元
で
採
れ
た
き
の
こ
が

た
っ
ぷ
り
入
っ
た
「
西
郷
き
の
こ

汁
」
が
振
る
舞
わ
れ
た
り
、
豪
華

景
品
が
当
た
る
「
お
楽
し
み
抽
選

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　

           

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

「
コ
ー
ラ
ス
に
し
ご
う
」
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
美
し
い
歌
声
の
披
露

や
「
西
郷
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
」

下
郷
町
の
「
大
川
渓
流
太
鼓
保
存

会
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
演
技
が

披
露
さ
れ
、
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。          　
　
　

　

参
加
者
は
、
配
布
さ
れ
た
甲
子

温
泉
半
額
入
浴
券
を
利
用
し
、
温

泉
に
つ
か
り
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

の
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。 　

（
写
真
は
福
島
民
友
新
聞
社
提
供
）　▲美しい歌声を披露したコーラスにしごうのみなさん
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福島交通
須賀川営業所

郡山駅前

８：００ １０：２３ １０：５５ １１：２０
９：００ １１：２３ １１：５５ １２：２０

１０：００ １２：２３ １２：５５ １３：２０
１８：００ ２０：２３ ２０：５５ ２１：２０
１９：００ ２１：２３ ２１：５５ ２２：２０
２０：００ ２２：２３ ２２：５５ ２３：２０

☆郡山 ⇒ 新越谷駅西口 ☆新越谷駅西口 ⇒ 郡山

平成18年 7月 25日より高速バス“郡山駅～新越谷駅線”『あだたら号』が運行開始になりました。

新宿行き “西郷バスストップ” 発着時間　９：５２⇒　９：２７に変更
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０：１７⇒１０：３７に変更
※インターネット・電話による事前予約ができます。

　インターネット：�http://www.kousokubus.net・携帯  www.kousokubus.net/k 

　　　　　　電話：０３－３８４４－０４９６（10:00 ～ 18:00）
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白
河
の
総
合
運
動
公
園
の
グ
ラ

ン
ド
は
と
て
も
寒
く
、
選
手
た
ち

は
、
ス
タ
ー
ト
直
前
ま
で
に
体
を

温
め
る
な
ど
、
準
備
に
余
念
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ス
タ
ン
ド
か
ら
は
、
応
援
に
駆

け
つ
け
た
佐
藤
村
長
を
始
め
関
係

者
が
、
選
手
に
声
を
か
け
、
励
ま

し
て
い
ま
し
た
。

第 18 回ふくしま駅伝第 18 回ふくしま駅伝

: )B ;C%DEFGHFIJK: )B ;C%DEFGHFIJK

　

錦
秋
の
西
郷
路
を
走
る
「
第
十
六

回
西
の
郷
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
が

十
月
二
十
二
日
、
村
内
外
か
ら
約

一
、二
〇
〇
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

  

参
加
者
を
代
表
し
て
、
西
一
中

の
佐
藤
歩
さ
ん
が
力
強
く
選
手
宣
誓

し
競
技
に
入
り
、
各
部
門
で
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
西
郷
バ

ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
の
子
供
た
ち
に
よ

る
歓
迎
の
演
技
が
披
露
さ
れ
、
開
会

式
に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　

十
一
月
三
日
、
伝
統
を
誇
る
第

四
十
八
回
村
内
一
周
駅
伝
大
会
が

役
場
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と

す
る
十
二
区
間
二
十
九
・
一
㎞
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
西
二
中
の
郡
司

聖
也
選
手
が
「
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
」
と
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し

た
。

　

大
会
は
、
午
前
九
時
、
佐
藤
村

長
の
号
砲
を
合
図
に
四
十
一
チ
ー

ム
四
九
二
人
が
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
し
、
ス
ポ
少
か
ら
社
会
人
ま
で

の
各
チ
ー
ム
は
、
沿
道
で
の
熱
い

声
援
を
背
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
懸

命
に
走
り
ま
し
た
。

チームワー
クの力

～　20部門に 1,200 人が健脚を競う　～

Sports!!Sports!!
　

十
一
月
十
九
日
、
五
十
三
市
町
村
か
ら
一
、三
〇
〇
人
余
り

の
選
手
が
参
加
し
、
第
十
八
回
市
町
村
対
抗
県
縦
断
駅
伝
競

走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
白
河
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
に
、
ゴ
ー
ル
の
福
島
県

庁
ま
で
の
十
六
区
間
、
九
十
六
・
二
㎞
の
コ
ー
ス
で
沿
道
の
声

援
を
受
け
選
手
が
力
走
し
ま
し
た
。

　

午
前
七
時
五
十
分
の
号
砲
と
も

に
ス
タ
ー
ト
し
、
レ
ー
ス
前
半

は
、
総
合
二
十
三
位
、
村
の
部
四

位
で
苦
し
い
レ
ー
ス
展
開
で
し
た

が
、
四
区
の
大
倉
優
選
手
、
十
二

区
の
小
林
礼
明
選
手
が
村
の
部
で

区
間
賞
に
輝
く
素
晴
ら
し
い
走
り

で
除
々
に
順
位
を
上
げ
、
総
合

二
十
三
位
、
村
の
部
三
位
に
入
り

ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
も
ま
た
順
位
を
上
げ

入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
本
村

チ
ー
ム
は
、
監
督
、
選
手
と
も
に

ゴ
ー
ル
の
県
庁
前
で
健
闘
を
讃

え
合
い
、
苦
し
く
て
も
あ
き
ら

め
ず
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
姿
が
、

さ
わ
や
か
な
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

８
月
に
ひ
ざ
を
故
障
し
て

し
ま
っ
て
あ
ま
り
練
習
が
で

き
ず
、
一
週
間
前
か
ら
走
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
故
障
か

ら
の
復
帰
で
区
間
賞
が
取
れ

て
と
て
も
う
れ
し
い
。

　

ふ
く
し
ま
駅
伝
に
向
け
て

の
練
習
が
う
ま
く
行
き
、
調

整
が
で
き
ま
し
た
。
無
心
で

取
っ
た
区
間
賞
で
す
。

第 12 区　小林礼明選手
７回の出場で２度目

第４区　大倉　優選手
８回の出場で初区間賞

秋晴れの中　チームの力を合わせて
　　　～村内一周駅伝大会～

●
区
間
賞
お
め
で
と
う

つ
な
い
だ

つ
な
い
だ

み
ん
な
の
思
い

み
ん
な
の
思
い

タ
ス
キ
と
と
も
に

タ
ス
キ
と
と
も
に

広報にしごうNo.432 　BO　Ｈ１８．　１２．　１
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　熊倉小にシダレザクラ・キンモクセイ・サザ

ンカが植樹されました。これは、福島県緑化推

進委員会の「ゴルファー協力緑化推進事業」の

一環で６月にグランディ那須白河ゴルフクラブ

で行われたリゾートトラストレディスの時に緑

化募金を行い、ゴルファー緑化促進協力会を通

じ寄贈されたものです。

　“早おき・あいさつ・朝ごはん” 料理コンクー

ルが保健福祉センターで行われました。３６

名の応募の中から選ばれた１０名が腕を振る

いました。短時間で美味しそうな料理が出来

上がり審査の結果、吉田美智恵さんの凍豆腐

にたっぷりの野菜をはさんだ「母の愛がしみ

てルーゥ！」が村長賞に、旦那様の吉田勝文

さんのねばねば材料を使った「今日もねばる

ぞー！」が教育長賞に輝きました。

　西郷村立西郷幼稚園で年長児を対象に茶道教室

が開催されました。西郷茶道クラブのみなさんの

指導を受けながら、畳の上での歩き方やお菓子の

食べ方、お茶の飲み方などを実践しました。子ど

もたちは初めての体験でとまどいながらも、おい

しいおまんじゅうを食べ、大きな茶器でお茶を味

わい、長い間の正座にしびれを訴える子どももい

ましたが楽しいひとときを過ごしました。

　毎年恒例となっている消防団の秋季検閲が、熊

倉小学校校庭で行われました。団員２６４名が集

合し、統監である村長より「火災予防に努めてく

ださい」と訓示があり、通常点検・規律訓練・分

列行進の検閲を行い、きびきびした態度で臨んで

いました。その後退職幹部に対し、感謝状贈呈や

永年勤続章、精勤章、優良機関要員章の表彰状授

与が行われ秋季検閲を終了しました。

 芸術の秋・文化の秋・食欲の秋・収
穫の秋、様々な催しが行われました。

▲ 11/3 家族で新そばを味わう追原新そば祭り

▲ 11/3 白河農協報徳営業所での収穫祭 ▲ 11/3 ～５たくさんの作品が出展された文化祭

▲ 10/14 地場産業商工祭で大忙しの女性部の皆さん

▲ 10/15 芸能発表会で合唱を披露する西二中の生徒

▲ 10/15 家畜改良センターでのふれあい祭り

▲ 10/10 羽太小の生徒による古代米の刈り取り

▲商工祭で豪華景品が当たる餅まきにみな大興奮
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二
十
一
世
紀
は
、
環
境
と
健
康
の
世
紀
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
重
要
な
課
題
は
、

地
道
な
積
み
重
ね
で
し
か
実
現
さ
れ
な
い
と
思
い

ま
す
。
健
康
問
題
は
、
社
会
構
造
が
劇
的
に
変
化

し
続
け
る
環
境
下
、
体
力
や
運
動
能
力
の
低
下
に

加
え
て
、
ス
ト
レ
ス
の
増
大
等
、
心
身
の
両
面
に

問
題
と
し
て
現
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
医
療
費
に
反

映
し
て
い
ま
す
。

シリーズ⑳─
「なぜ　健康ウォーキン
グなのか」

　

私
た
ち
が
等
し
く
持
つ
望
み

は
、
幸
福
な
長
寿
で
す
。
し
か

し
、
単
に
長
寿
を
望
む
の
で
は
な

く
、
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
い

か
に
継
続
す
る
か
す
る
か
、
健
康

寿
命
の
延
伸
に
よ
り
人
生
の
質
を

高
め
る
こ
と
が
最
大
の
テ
ー
マ
と

な
り
、
西
郷
村
で
も
平
成
十
五
年

三
月
「
西
郷
村
健
康
二
十
一
計
画

　

げ
ん
き
い
き
い
き
西
郷
」
を
策

定
し
て
お
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

生
涯
学
習
課
・
健
康
推
進
課

生
涯
健
康
づ
く
り
事
業

　

八
幡
神
社
と
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
蓮
花
寺
は
『
西
白
河
郡

誌
』
に
よ
る
と
、
貞

じ
ょ
う
き
ょ
う享

元
年
（
一
六
八
四
）
に
光
賀
と
い

う
僧
侶
が
開
い
た
と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、『
白
河
風
土
記
』

に
は
、宥
仙
と
い
う
僧
侶
が
開
い
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た『
風

土
記
』、『
郡
誌
』
と
も
本
尊
は
金
銅
仏
立
像
の
正
観
音
で
す

が
、『
郡
誌
』
に
は
、什

じ
ゅ
う
ほ
う
も
つ

宝
物
に
金
銅
仏
の
阿
弥
陀
像
が
あ
り
、

こ
れ
は
も
と
も
と
八
幡
神
社
の
御
神
体
で
あ
っ
た
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

蓮
花
寺
は
現
在
、
無
住
の
お
寺
で
す
が
、『
風
土
記
』
に

は
「
近
来
無
住
ニ
シ
テ
鶴
生
村
東
福
寺
兼
帯
ス
」
と
あ
り
、

文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
当
時
も
無
住
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
そ
の
東
福
寺
も
「
真
船
村
御
用
万
留
帳
」
に
よ

る
と
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
真
船
村
の
医
王
寺
な
ど

と
一
緒
に
白
河
の
天
神
町
の
宝
蔵
寺
に
兼
帯
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
の
古
文
書
に
は
、
蓮

花
寺
は
「
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
以
来
無
住
ニ
付
」
と
あ

り
、
こ
の
文
書
に
よ
る
と
、
明
治
十
年
以
前
は
白
河
市
本
沼

の
三
光
寺
の
住
職
が
兼
任
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
年
貢

町
の
龍
蔵
寺
の
住
職
に
兼
任
替
え
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

お
よ
そ
二
百
年
近
く
無
住
で
あ
っ
た
蓮
花
寺
が
今
に
残
る
の

は
、
仏
の
守
り
神
で
あ
っ
た
八
幡
神
の
力
と
地
域
の
人
た
ち

の
努
力
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
八
幡
神
社
」

第
26
回

〈
後
編
〉

西郷村中央公民館図書室だより
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フ
ェ
リ
ク
ス
・
ホ
フ
マ
ン
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
音
館
書
店

　

子
ど
も
に
も
ク
リ
ス
マ
ス
の
由
来
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。

〈
新
着
図
書
〉

　
『
き
い
ろ
い
ゾ
ウ
』　

西 

可
奈
子

　
『
新
・
風
に
吹
か
れ
て
』　

五
木
寛
之

　
『
手
紙
』　

東
野
圭
吾

　
『
摘
出
・
つ
く
ら
れ
た
癌
』　

霧
林
悠
康

　
『
他
諺
の
空
似
』　

米
原
万
里
子

　
『
八
日
の
路
上
に
捨
て
る
』　

伊
藤
た
か
み　

芥
川
賞
受
賞
作
品

　
『
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
っ
て
な
に
』　

ク
リ
ス
テ
ル
・
デ
モ
ワ
ノ
ー

　
『
本
気
』　

相
田
み
つ
を

　
『
空
想
動
物
も
の
が
た
り
』　

マ
ー
グ
リ
ッ
ト
・
メ
イ
ヨ
ー　

V
]
%
W
X
I
Y
I
^
X
_
\　

牧
野
鈴
子
作　

文
研
出
版

　

静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
美
し
い
絵
の
中
に
冬
の
森
が
広
が
り
ま
す
。

V
`
a
b
c
?
d
e
�
I
f
_
Y
g
h
\6

レ
イ
モ
ン
ド
・
ブ
リ
ッ
グ
ス

                                                                                      　

評
論
社

　

文
章
の
な
い
絵
本
で
す
が
、
や

さ
し
い
絵
の
タ
ッ
チ
で
心
が
あ
っ

た
か
く
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
本
は
、
い
ず
れ
も
文
化
セ

ン
タ
ー
図
書
室
に
あ
り
ま
す
。　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
国
民
ひ

と
り
一
人
が
体
力
や
年
齢
、技
術
、

嗜
好
、目
的
等
の
差
に
拘
わ
ら
ず
、

時
間
や
場
所
等
の
制
限
な
し
に
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
指
し
、
そ
の

振
興
は
最
も
重
要
な
課
題
と
な

り
、
西
郷
村
で
は
、
平
成
十
七
年

一
月
に
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
村

の
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
に
指
定
し

普
及
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　

歩
く
こ
と
は
、
最
も
単
純
で
日

常
的
な
運
動
で
あ
り
ま
す
が
、
シ

ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
習
慣
化

し
、
日
常
生
活
に
定
着
さ
せ
る
こ

と
は
、
簡
単
で
は
有
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
増
え
る

こ
と
に
よ
り
、
必
ず
や
健
康
へ
の

機
運
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
健
康
な
西
郷
村
の
実
現

の
た
め
に
、
村
民
の
皆
さ
ん　
　

最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ

う
。

区分 燃えるごみ 燃えないごみ 資源ごみ
粗大ごみの戸別

収　集
年末最終日 12月 29日㈮ 12月 22日㈮ 12月 27日㈬ 12月 20日㈬

年始開始日 １月５日㈮ １月５日㈮ １月 10日㈬ １月 10日㈬

　年末年始のごみ・し尿収集については下記のとおり

となります。年末のし尿収集は大変混雑しますから、

お早めに業者へ申し込んでください。

○クリーンセンターのごみ受け入れ日程

　　年末受け入れ日　12 月 30 日㈯午後４時まで

　　年始受け入れ日　１月４日㈭から

○し尿収集申込日程

　　年末申込期限　　12 月９日㈯まで

　　年始業務開始日　１月９日㈫から

「年末年始のごみ・し尿収集について」

○ごみ収集の日程

■　お問い合せ
　　　住民生活課生活安全係

�
>
i
0
%
j
k
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平
成
19
年
村
民
新
年
会

　

村
民
の
親
睦
を
目
的
と
し
て
例
年
実

施
し
て
お
り
ま
す
「
村
民
新
年
会
」
を

左
記
に
よ
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

●
日
時　

１
月
６
日
㈯　

11
時

●
場
所　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河

　
（
西
郷
村
字
道
南
東
７
）

●
参
加
費　

１
人　

３
、０
０
０
円

●
申
込
方
法

　

申
込
書
（
申
し
込
み
場
所
に
備
え
て

　

お
き
ま
す
）
に
会
費
を
添
え
て
お
申

　

込
み
く
だ
さ
い
。   

●
申
込
場
所　

役
場
各
課
、
村
教
育
委

　

員
会
、
村
商
工
会
、
各
行
政
区
長

●
申
込
期
限　

１
月
４
日
㈭

■
問
合
せ　

総
務
課

農
業
者
年
金
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

　

農
業
者
年
金
事
業
は
、
農
業
者
の
老
後

生
活
の
安
定
及
び
福
祉
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
農
業
者
の
確
保
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
３
つ
の
加
入
要
件
を
満
た
せ
ば
、

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

・
年
齢
要
件　

60
歳
未
満

・
国
民
年
金
の
要
件　

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

・
農
業
上
の
要
件　

　

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
者

※
農
業
者
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
任
意
加

入
を
原
則
と
し
て
お
り
、
農
業
者
年
金
基

金
に
加
入
の
申
し
出
を
行
っ
た
日
か
ら
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
旧
制
度
の
加
入
者
は
、
平
成
14

●歯科医　休日当番日
12. 3 秋 山 歯 科 医 院（白河市）☎ 34-3741
12.10 ひまわり歯科医院（白河市）☎ 23-5991
12.17 円 谷 歯 科 医 院（白河市）☎ 27-1255
12.23 内 藤 歯 科 医 院（西郷村）☎ 25-0331
12.24 永 山 歯 科 医 院（白河市）☎ 27-1646
12.31 クリニックおおまち（白河市）☎ 23-1110

●今月の納税

固 定 資 産 税（３　期）
国民健康保険税（６　期）
介 護 保 険 料（６　期）
12 月 28 日（木）までにお納めください。
（固定資産税は 12 月 25 日です）
※納税は便利な口座振替で

　

④
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従

　
　

事
す
る
者

●
配
布
・
回
収
に
つ
い
て

　

・
地
区
農
事
組
合
に
加
入
し
て
い
る
農

　
　

家
の
方
に
つ
い
て
は
、
農
事
組
合
長

　
　

を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

　

・
農
事
組
合
未
加
入
の
農
家
の
方
に
は
、

　
　

郵
送
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
回
収
期
限　

平
成
19
年
１
月
10
日
㈬

■
問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
制
度
が
変

わ
り
ま
し
た

　

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
は
、
こ
れ
ま

で
世
論
調
査
や
商
業
活
動
な
ど
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
に
よ
る
営
業
活
動
に
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
今
、
閲

覧
し
た
デ
ー
タ
が
全
国
的
に
悪
用
さ
れ

る
事
例
が
多
く
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
個
人
情
報
保
護
の
強
化

を
図
る
目
的
で
、
住
民
基
本
台
帳
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
商
業
活
動
等
の
閲

覧
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

●
閲
覧
で
き
る
範
囲

　

⑴
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
の

　
　

請
求
に
よ
る
閲
覧

　

⑵
公
益
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
閲
覧

　
　

で
か
つ
村
長
が
申
請
を
認
め
た
場
合

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課
（
住
民
係
）

証
明
書
等
申
請
書
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
印
鑑
証
明
、
住
民
票
、
戸

籍
等
の
交
付
申
請
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申

請
書
に
記
入
し
請
求
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
来
年
１
月
４
日
か
ら
一
枚
の

申
請
書
で
そ
れ
ぞ
れ
の
証
明
書
が
請
求

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課
（
住
民
係
）

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ま
へ

　

現
在
、
無
登
録
・
未
注
射
の
ま
ま
生

後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
育
し
て
い
る
方

は
、
速
や
か
に
犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

●
狂
犬
病
の
予
防
注
射
に
つ
い
て

　

西
郷
村
で
実
施
す
る
狂
犬
病
の
予
防

注
射
は
年
１
回
（
４
月
）
だ
け
で
す
。

地
区
の
公
民
館
や
役
場
で
実
施
し
て
い

ま
す
（
日
時
、
場
所
は
事
前
に
「
広
報

西
郷
４
月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

の
で
、
こ
の
期
間
に
都
合
で
受
け
ら
れ

な
い
犬
は
、
個
別
に
動
物
病
院
等
で
予
防

注
射
を
受
け
、
役
場
に
手
続
き
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課（
生
活
安
全
係
）

灯
油
の
流
出
事
故
に
ご
注
意
を
！

　

毎
年
、
秋
口
か
ら
冬
に
か
け
灯
油
の
流

出
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
・
・
・

①
給
油
中
に
は
目
を
離
さ
な
い
。

②
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
栓
の
閉
め
具
合
を

　

確
認
す
る
。

③
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
等
の
灯
油
の
貯
蔵
設

　

備
を
点
検
す
る
。

以
上
の
点
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

灯
油
等
が
川
へ
流
出
し
た
場
合
、
水

道
、
農
業
用
水
、
工
業
用
水
、
養
魚
池
等

の
取
水
停
止
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
も
灯
油
等
が
流
出
し
た
り
、
見
つ

け
た
ら
お
近
く
の
消
防
署
、
市
町
村
役
場

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

阿
武
隈
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連
絡

　

協
議
会　

上
流
支
局

　

☎
０
２
４
｜
５
３
９
｜
６
１
２
９

平
成
19
年
度　

償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
及
び
家
屋
の

ほ
か
、
償
却
資
産
も
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
。

年
１
月
１
日
で
全
員
が
資
格
喪
失
と
な
る

た
め
、
新
制
度
へ
加
入
す
る
に
は
新
た
に

加
入
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

農
業
者
年
金
の
詳
し
い
内
容
や
加
入
申

し
込
み
は
、
農
業
委
員
会
又
は
Ｊ
Ａ
か
、

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
問
合
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金

　

☎
０
３
｜
３
５
０
２
｜
３
１
９
９

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
に
よ
り
そ
の

選
挙
資
格
を
調
査
し
、
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
を
調
製
す
る
た
め
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

●
登
録
申
請
の
資
格
者
（
選
挙
権
、
被

　

選
挙
権
を
有
す
る
者
）

　

次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
要
件
を
満
た
す
者

　

①
西
郷
村
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住

　
　

所
を
有
す
る
者

　

②
平
成
19
年
３
月
31
日
に
満
20
歳
以
上

　
　

で
あ
る
者

　

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

　
　
（
自
作
、
小
作
を
問
わ
ず
）
の
業
務

　
　

を
営
む
者
（
同
居
の
親
族
又
は
そ
の

　
　

配
偶
者
を
含
む
）

●小児科医　休日当番日（白河地区）
12. 3 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
12.10 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
12.17 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
12.23 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
12.24 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
12.31 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211

●内科医　休日当番日（白河地区）
12. 3 宇都宮クリニック（白河市）☎ 31-1570
12.10 大 髙 整 形 外 科（白河市）☎ 23-9988
12.17 大 髙 内 科 胃 腸 科（白河市）☎ 24-1456
12.23 片 倉 ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 27-2770
12.24 かねこクリニック（西郷村）☎ 24-3111
12.31 くにい増見クリニック（白河市）☎ 46-2258

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下 水 道 課 25-2912
住民生活課（住　　民）
                                                                                        （生 活 安 全 ）

25-1114
25-2197

会 計 室 25-2934
議 会 事 務 局 25-2980

行政サービスセンター 31-2237 農業委員会事務局 25-2946
健康推進課（保健・国保）
                （地域福祉・高齢者福祉・介護保険）

25-1115
25-3910

西郷村土地改良区 25-1116
学 校 教 育 課 25-2370

包括支援センター・在宅介護支援センター 25-5121 学校給食センター 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課 25-1117
25-1118 代 表 25-1111
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こ
と
か
ら
、
平
成
17
年
９
月
２
日
よ
り

リ
コ
ー
ル
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
販

売
台
数
一
九
七
、八
九
八
台
の
う
ち
、
改

修
が
行
わ
れ
た
の
は
、
現
在
8.7
％
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
平
成
18
年
７
月
に
は
、

福
島
県
内
で
も
発
火
事
故
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

該
当
機
種
を
ご
使
用
の
方
は
、
早
急

に
㈱
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
へ
ご
連
絡
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
使
用
に
際
し
て

冷
蔵
庫
内
で
食
品
等
の
液
体
を
こ
ぼ
さ

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル

　

☎
０
１
２
０
｜
６
２
３
｜
６
６
７

　

℻
０
１
２
０
｜
５
５
９
｜
５
３
７

福
島
県
知
事
が
任
命
し
た
統
計
調
査
員

が
、
対
象
と
な
る
事
業
所
を
訪
問
い
た

し
ま
す
。
調
査
員
は
調
査
員
証
を
携
行

し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
提
出
い
た
だ
く
調
査
票
に
つ
い
て

は
、
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

正
確
な
ご
記
入
と
調
査
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

企
画
調
整
課

㈱
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
製
電
気
冷

蔵
庫
の
発
火
事
故
に
つ
い
て

　

㈱
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
で
は
、
同
社
製

電
気
冷
蔵
庫
に
発
火
事
故
が
発
生
し
た

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査

　

12
月
31
日
現
在
で
、
工
業
統
計
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

製
造
業
を
営
む
事
業
所
の
１
年
間
の

生
産
活
動
に
伴
う
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
産
業
振
興
施
策
、
中

小
企
業
対
策
等
の
施
策
・
計
画
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
企
業
、

大
学
等
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等

学
校
の
教
育
資
料
等
の
広
範
囲
の
分
野

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬
に
か
け
て
、

架
空
請
求
の
巧
妙
な
手
口
に
ご

注
意
を
！

　
「
未
納
料
金
に
つ
い
て
、
当
事
者
間
の

問
題
が
解
決
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
裁

判
所
へ
提
訴
し
受
理
さ
れ
た
」
と
い
う

内
容
の
ハ
ガ
キ
が
送
ら
れ
て
き
た
と
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
裁
判
所
へ
提
訴
し
受
理
さ
れ
た
」
と

だ
け
告
げ
る
こ
と
か
ら
、
架
空
請
求
と

気
が
つ
き
に
く
い
、
よ
り
巧
妙
な
手
口

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
架

空
請
求
と
同
様
に
、
記
載
さ
れ
て
い
る

電
話
番
号
へ
電
話
を
か
け
さ
せ
、
そ
の

後
、
お
金
を
支
払
わ
せ
る
よ
う
誘
導
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

対
処
法
と
し
て
は
、
絶
対
に
「
連
絡

を
取
ら
ず
」、「
無
視
」
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
連
絡
す

る
な
ど
し
、
お
悩
み
の
場
合
は
左
記
に

ご
相
談
下
さ
い
。

●
ご
相
談
先　

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
｜
５
２
１
｜
０
９
９
９

　

県
警
察
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
♯
９
１
１
０（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
み
）

　

０
２
４ 

｜
５
３
３
｜
９
１
１
０

　

②
各
種
証
明
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発

　
　

行
官
公
署
に
お
い
て
定
め
た
様
式

　
　

と
し
、
証
明
年
月
日
は
申
請
日
か

　
　

ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
３
ヶ
月
以
内
の

　
　

も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
方
法　

郵
送
可
（
締
切
日
必
着
）

　

Ａ
４
版
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
綴
じ

■
問
合
せ　

白
河
地
方
水
道
用
水
供
給

　

企
業
団　

庶
務
係

　

☎
２
５
｜
５
３
９
５

福
島
県
内
の
最
低
賃
金

■
問
合
せ　

福
島
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
２
４
｜
５
３
６
｜
４
６
０
４

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
に
所
有
す
る
事
業
用
資
産
に

つ
い
て
、
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
償
却
資
産
と
は

　

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
、
農
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
事
業
を
営
ん
で
い
る

方
や
、
駐
車
場
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸

し
付
け
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
使
用
し
て
い
る
構
築
物
・
機
械
・

工
具
・
器
具
・
備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、「
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
」
と

は
、
所
有
者
が
そ
の
償
却
資
産
を
自
己

の
営
む
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合

だ
け
で
な
く
、
事
業
と
し
て
貸
し
付
け

る
場
合
も
含
ま
れ
ま
す
。

●
申
告
す
る
必
要
が
あ
る
方

　

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
村
内
に

償
却
資
産
を
有
す
る
個
人
又
は
法
人
で

す
。
平
成
18
年
中
に
資
産
内
容
に
異
動

が
な
い
場
合
や
課
税
標
準
額
の
合
計
が

免
税
点
未
満
（
150
万
円
）
で
課
税
さ
れ

な
い
場
合
で
も
申
告
は
必
要
で
す
。

●
申
告
書
の
提
出
期
限

　

申
告
書
は
、
平
成
18
年
12
月
中
旬
に
、

申
告
の
案
内
を
同
封
し
て
郵
送
し
ま
す
の

で
、
平
成
19
年
１
月
19
日
㈮
ま
で
に
提
出

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
内
で
新
規
に
事
業
を
始
め
た

方
な
ど
で
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

固
定
資
産
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

税
務
課

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
届
け
出
を

　

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、
１

月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
前
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
り
、

火
災
等
で
焼
失
し
た
場
合
は
、『
家
屋
滅

失
届
出
書
』
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
を
さ
れ
な
い
場
合
は
、
課
税
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
建
て
替
え
な
ど
で
村
の
家
屋

調
査
員
が
、
取
り
壊
し
た
家
屋
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
場
合
や
法
務
局
に

滅
失
登
記
さ
れ
た
場
合
は
、『
家
屋
滅
失

届
出
書
』
の
提
出
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を

売
買
、
相
続
な
ど
を
さ
れ
た
方
は
、『
未

登
記
家
屋
の
「
現
に
所
有
す
る
者
」
の

申
出
書
』
を
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
提
出
す
る
届
出
書
等
に

つ
い
て
は
、
固
定
資
産
係
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

　

提
出
す
る
際
に
必
要
な
書
類
な
ど
に

つ
い
て
は
、
左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　

税
務
課

平
成
19
・
20
年
度
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
受
付

　

白
河
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団
で

は
、
建
設
工
事
、
測
量
・
設
計
・
調
査
、

物
品
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間　

平
成
18
年
12
月
１
日
㈮

　

〜
平
成
19
年
１
月
31
日
㈬

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

●
提
出
先　

白
河
地
方
水
道
用
水
供
給

　

企
業
団　

庶
務
係

●
様
式　

福
島
県
様
式

　

①
提
出
書
類
の
記
載
に
あ
た
っ
て
は
、

　
　

各
様
式
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ

　
　

か
は
、
平
成
18
年
７
月
１
日
を
基

　
　

準
日
と
す
る
こ
と
。

パソコン　コピー機　ルームエアコン　応接セット　レ
ジスター　看板　自動販売機　舗装路面　……など

農 業 田植機　脱穀機　コンバイン　コンベアー　……など

小 売 業 陳列棚・陳列ケース　日よけ　……など

飲 食 業 テーブル　イス　厨房用具　冷凍冷蔵庫　　……など

理 美 容 業 理容・美容椅子　洗面設備　……など

不動産貸付業 門・塀・緑化施設等の外溝工事　自転車置き場　駐車場の舗装　……など

建 設 業 パワーショベル　ブルドーザー　大型特殊自動車　発電機　……など

　村では平成 13 年度に西郷村地球温暖化対策実施計画を策

定し、村が行う事務や事業・対象となる組織・施設に関して、

温室効果ガス（二酸化炭素）の排出を抑制するなど、環境へ

の負荷の低減、循環型社会の構築及び環境保全に取り組んで

おります。

①計画の期間　平成 12 年度を基準年度とし、計画期間につい

ては、政府の実行計画期間が５年間となっていることからそ

れに準じて５年間に設定しています。

②計画の目標　対象とする温室効果ガスを二酸化炭素とし、

削減目標は福島県の計画に準じて引き続き８％としています。

③平成 17 年度取組状況
項目 H12基準 H17実績値 増加率 目標値

CO2(kg-CO2) 2,192,294.2 2,122,791.2 － 3.2％ － 8％

　今後もさらに積極的な取組を行い、二酸化炭素排出削減に

向け努力していかなければなりません。

　そのためにも、全ての職員が環境保全に向けた意識向上を

図り、職員一人一人の意識を改革し、省資源・省エネルギー、

特に節電と紙使用量の削減、ゴミの減量化・リサイクル等に

努めて行きます。

■問合せ　住民生活課（生活安全係）

西郷村地球温暖化対策

最低賃金（産業）名
最低賃金額

効力発生日１時間
福 島 県 最 低 賃 金
（下記５産業を除く全産業） 618 円 18.10.  1

非 鉄 金 属 製 造 業 725 円

18.12.  1

電 気 機 械 器 具 製 造 業
情報通信機械器具製造業
電子部品・デバイス製造業

685 円

輸 送用機械器具製造業 719 円
精 密 機 械 器 具 製 造 業 713 円
自 動 車 小 売 業 711 円
◆精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外・休日・深夜手当、１カ

　月を超える期間ごとに支払われる賃金は算入されません。

◆産業別最低賃金の一部に適用除外業種や業務があります。

－　該当機種名　－
ER-F43KA ER-D427M ER-F43MA
ER-M42J1 ER-42MSU
ER-F43KB ER-M436ALG ER-S428M
ER-F43MB ER-M43JB
ER-F39MB ER-M396AL
ER-F35MB ER-M35JB
ER-F35MC ER-D359M ER-M35JC
ER-F35MD ER-D350M
ER-V43KD ER-D420V
ER-V38KG
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平
成
19
年
度
児
童
ク
ラ
ブ

                             
入
会
登
録
申
請

●
受
付
日
時
及
び
場
所

受
付
場
所

申
請
受
付
日

時
間

小
田
倉
児
童
ク
ラ
ブ
１
月
15
日
㈪

14
時
30
分

〜
17
時
30
分

熊
倉
児
童
ク
ラ
ブ
１
月
16
日
㈫

米
児
童
ク
ラ
ブ
１
月
17
日
㈬

●
申
請
方
法　

12
月
15
日
㈮
よ
り
、
健

康
推
進
課
又
は
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
申

請
書
等
を
備
え
て
お
き
ま
す
。
た
だ

し
、
在
職
証
明
書
等
の
添
付
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
就
労
先
等
か
ら
証
明
を
し
て
い
た

だ
き
、
書
類
を
完
備
の
う
え
、
指
定

日
時
に
持
参
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
児
童

⑴
小
学
１
年
生
〜
３
年
生
ま
で
の
児

童
で
あ
る
こ
と
。

⑵
放
課
後
保
護
者
や
祖
父
母
等
が
仕

事
等
に
よ
り
留
守
に
な
っ
て
し
ま

う
家
庭
の
児
童
で
あ
る
こ
と
。

⑶
そ
の
他
、
児
童
健
全
育
成
上
で
監

護
が
必
要
な
児
童
で
あ
る
こ
と
。

※
保
護
者
以
外
の
監
護
者
で
祖
父
母

等
同
居
若
し
く
は
、
同
一
敷
地
内

等
で
生
活
し
児
童
を
監
護
で
き
る

場
合
、
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
負
担
金　

月
額　

３
、０
０
０
円

（
同
一
世
帯
２
人
目
は
２
、０
０
０
円
、

３
人
目
は
１
、０
０
０
円
）

　

ま
た
、
負
担
金
と
は
別
に
お
や
つ
代
及

　

び
保
護
者
会
費
が
か
か
り
ま
す
。

●
各
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
登
録
対
象
児

童
の
通
学
区
域
等

　

⑴
小
田
倉
児
童
ク
ラ
ブ

　
　

小
田
倉
小
学
校
の
通
学
区
域
の
児
童

　

⑵
熊
倉
児
童
ク
ラ
ブ

　

熊
倉
小
学
校
、
羽
太
小
学
校
の
通

学
区
域
の
児
童

　

⑶
米
児
童
ク
ラ
ブ

　
　

米
小
学
校
の
通
学
区
域
の
児
童

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課

小
学
〜
高
校
生
の
た
め
の
春
休

み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
・
国

際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
平
成
19
年

春
休
み
海
外
派
遣
事
業
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
体
験
を
通
し
て
お
互

◎
西
郷
村
に
寄
贈
・
寄
付
さ
れ
た
方
々
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
西
郷
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

　

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長　

真
船
和
治
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
真
船
】

　
（
10
月
27
日
、
生
涯
学
習
バ
ス
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ

　

車
載
器
一
式
を
取
り
付
け
カ
ー
ド
を
使

　

用
す
る
こ
と
に
よ
り
高
速
料
金
が
格
安

　

に
な
る
た
め
）

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器　
　
　
　
　
　
　

一
台

▼
上
石
商
店　

上
石
光
雄
氏　
【
熊
倉
】

　
（
11
月
10
日
、
西
郷
村
教
育
推
進
事
業

　

の
た
め
に
）　
　
　

   

一
〇
、〇
〇
〇
円

▼
山
縣
民
敏
さ
ん　
【
東
京
都
調
布
市
】

　
（
11
月
14
日
、
介
護
保
険
事
業
に
関
す

　

る
た
め
）　
　

 

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

●
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
学
校
体
験
・

　

英
語
研
修
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
文
化

　

交
流
・
野
外
活
動
・
地
域
見
学
等

●
派
遣
先　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ

　

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
カ
ナ
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・

　

ア
メ
リ
カ
・
フ
ィ
ジ
ー
・
中
国

●
対
象　

小
３
〜
高
３
の
方
ま
で

●
参
加
費　

24
万
８
千
円
〜
35
万
円

●
締
切　

平
成
19
年
２
月
５
日
㈪

■
問
合
せ　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３
｜
３
３
５
９
｜
８
４
２
１

　

℻
０
３
｜
３
３
５
４
｜
２
２
０
７

　

�http://w
w
w
.kskk.or.jp/　

●
西
郷
村
役
場

　

休
業
期
間　

12
月
29
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈬

※
婚
姻
、
出
産
、
死
亡
等
の
届
出
は
休

　

業
期
間
中
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
休
業
期
間
中
の
電
話
は
、
代
表
２
５

　

｜
１
１
１
１
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

休
業
期
間　

12
月
29
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈬

●
村
民
体
育
館
等
の
公
共
施
設

　

休
業
期
間　

12
月
29
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈬

●
ち
ゃ
ぽ
ラ
ン
ド
西
郷

　

※
休
ま
ず
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
12
月
28
日
㈭
〜
１
月
３
日
㈬

午
後
９
時
ま
で
営
業
）

●
キ
ョ
ロ
ロ
ン
村

　

※
コ
テ
ー
ジ
の
み
営
業
し
て
い
ま
す
。



)O　Ｈ１８．　１２．　１

日 月 火 水 木 金 土
1
餅つき大会（10:00 村立
西郷幼稚園）観劇（赤い
トマト）（10:00 まきば
保育園お遊戯室）

22

3
さわやか直売所（9:30
折口原農協精米所前）

44 5
ブックスタート読み聞
か せ（9:00 文 化 セ ン
ター）6 ～ 7 ヶ月児健
康相談（9:30 保健福祉
センター）子育て講座
（13:30 保健福祉センタ
ー）

6
餅つき大会（9:00 まき
ば保育園、9:30 みずほ
保育園）特設人権相談所
開設（10:00 文化センタ
ー）寿学級（10:00 アク
ティブセンター）3歳児
健康診査（13:00 保健福
祉センター）

77 8
1 歳 6 ヶ月児健康診査
（13:00 保健福祉センタ
ー）

9
ふるさと探検隊（9:00
文化センター）
西郷幼稚園発表会（9:15
保健福祉センター）

10
さわやか直売所（9:30
折口原農協精米所前）
第 9回クリスマスあっ
たかコンサート（13:30
文化センター）

11
母子手帳交付・健康相談
日（13:00 保健福祉セン
ター）心配ごと相談会
（13:30 高齢者生活支援
センター）行政相談所開
設（13:30 文化センター）

1212 13
歯科クリニック（幼児
13:00,6 歳児 13:45 保健
福祉センター）クッキン
グ会（13:00 みずほ保育
園 )

14
おひざにだっこのおはな
し会（10:30 文化センタ
ー）一人暮し高齢者クリ
スマス会（11:00 サンル
ート白河）

1515 16
ふるさと講座（10:00 文
化センター）

17
さわやか直売所（9:30
折口原農協精米所前）

1818 19
ともだちひろば（10:40
小田倉児童館）

20
献血（10:00 文化センタ
ー）第二学期終業式（村
立西郷幼稚園 ) クリスマ
ス会（9:45 みずほ保育
園 10:00 まきば保育園
)

2121 22
第二学期終業式（村内各
小・中学校）

23天皇誕生日

24
さわやか直売所（9:30
折口原農協精米所前）

25
母子手帳交付・健康相談
日（13:00 保健福祉セン
ター）心配ごと特別相談
会（13:10 高齢者生活支
援センター）農業委員会
12月総会（13:30 庁舎前
プレハブ）

2626 2727 28
官庁仕事納め

2929 3030

31大晦日
さわやか直売所（9:30
折口原農協精米所前）

2006 年 12 月
December行事
レカ ンダー

●今月の顔────
親子料理教室（11/7）

に来ていた子どもたちです。

★県南地域の主な行事です (NPO 法人カルチャーネットワーク提供）

・12/3     餅つき大会（まほろん 11:30）
・12/3　あそびの学校クリスマス（ジャスコ白河西郷店
13:30)

・12/9　出逢い＆ふれあいの会～ PART3（鹿嶋ガーデン
ヴィラ 14:00）

・12/10　第 3 回ふれあいまつり（マイタウン白河 10:00）
・12/16　ABOO Singers ゴスペルコンサート（白河市文
化センター 14:00）

・12/24　1000 人の第九コンサート（白河市民会館 13:00)
・12/31　年越しライブ（南湖神社境内 11:30）



・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）
・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

古紙配合率 100％再生紙を使用しています。

　
「
イ
ソ
ッ
プ
ラ
ン
ド
の
動
物
た
ち
」
の
劇
を
見
た

　
「
お
お
か
み
と
羊
飼
い
の
少
年
」
で
は
、　　

　
　

　

う
そ
は
い
け
な
い
、
信
用
さ
れ
な
い
、　　

　
　

　

信
用
さ
れ
な
い
と
つ
ら
い
な
ぁ　

　
　
　
　
　
　

　
「
カ
ニ
の
親
子
」
で
は
、　　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

自
分
も
で
き
な
い
こ
と
を
人
に
お
し
つ
け
な
い　

　

人
に
お
し
つ
け
ら
れ
た
ら
い
や
だ
な
ぁ　

　
　
　

　
「
ラ
イ
オ
ン
と
ネ
ズ
ミ
」
で
は
、　　

　
　
　
　
　

　

人
は
、
見
か
け
に
よ
ら
な
い
も
の
、　　

　
　
　

　

苦
手
な
人
で
も
話
し
て
み
た
ら　

　
　
　
　
　
　

　

仲
良
く
な
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
ね　

　
「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
で
は
、　　

　
　
　
　
　
　
　

　

自
分
が
で
き
る
か
ら
と
い
っ
て　

　
　
　
　
　
　

　

努
力
す
る
人
を
ば
か
に
し
な
い　

　
　
　
　
　
　

　

い
つ
も
い
つ
も　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

も
っ
と
も
っ
と
自
分
の
力
を
伸
ば
せ
る
よ
う
に　

　

努
力
す
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
ね　

　
　
　
　
　

　

あ
り
が
と
う
、
イ
ソ
ッ
プ
ラ
ン
ド
の
動
物
た
ち

担
任
の
和
知
克
子
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
星　

和
明
先
生
か
ら
一
言 

担
任
の
髙
木
笑
子
先
生
か
ら
一
言 

人口と世帯数（11月 1日現在）人口 19,642 人（前月比 -20）男 9,901 人（-10）女 9,741 人（-10）世帯数 6,290 戸（+5）

　

秋
に
収
穫
し
た
さ
つ
ま
い
も
か
ら
、
こ
ん
な
こ

と
で
き
た
ら
い
い
な
あ
と
考
え
て
描
き
ま
し
た
。

お
い
も
に
乗
っ
た
り
、
つ
る
の
ブ
ラ
ン
コ
で
遊
ん

だ
り
楽
し
そ
う
で
す
。

　

イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
中
の
動
物
た
ち
は
、
文
香
さ

ん
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
や
努
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
ね
。

　

伸
び
伸
び
と
書
け
て
い
ま
す
。
止
め
、
は
ね
、

は
ら
い
に
も
注
意
し
て
書
け
ま
し
た
。

図
画

詩

書

羽
太
小
学
校
一
年

　
　
　

え
び
な 

み
ほ

羽
太
小
学
校
五
年

　
　
　

大

倉

文

香

羽
太
小
学
校
三
年

　
　
　

鈴

木

梨

沙

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。）


